




今までに日本人で宇宙にいった宇宙飛行士は
11名。宇宙飛行士になるには、高度な専門
知識を勉強し、高度な訓練を積まなければ
なりませんが、技術の発達と、宇宙のこと
が次第に解明するにつれて、ふつうの人が
気軽に宇宙旅行ができるようになる日がや
がてやってくると言われています。

今はガソリンエンジンを使用している車が
多く、排気ガスによる大気汚染は長く続く
環境問題のひとつです。地球にやさしい社
会を目指す中で、近年、エコカーと呼ばれる、
ハイブリットカー ( ガソリンとモーター ( 電
気 ) を両方使い分ける車 ) や電気自動車が販
売されています。さらに、今話題の水素を
燃料とする自動車の実用化に向けての取り
組みが始まっており、その普及が期待され
ています。

線路がある鉄道の世界では1977 年の神戸市
営地下鉄開業を始めとして、多くの路線が
完全自動運転を行っていますが、街を走る
車の自動運転は技術的にとても難しいもの
だと言われています。しかし最近では、カー
ナビのシステムで使うGPS の技術や、様々な
ものを読み取るセンサー技術の発達が、夢
の自動運転車の実現を着実に後押しし、世
界各地で実験が進められています。

65年前は東京 - 大阪間の移動は鉄道で約8時
間もかかっていました。50 年前に東海道新
幹線 ( 東京 - 新大阪間 ) が開通し、約 4時間
に短縮され、23 年前には現在と同じ、約 2
時間30分となっており、今年春には、2 時間
22 分になる見通しです。ちなみに東京、大
阪間を歩くと約100時間かかるようです。移
動時間の短縮は技術の発達の歴史そのもの
ですね。

かつては、産業用ロボットが主流 ( 自動車組
み立てロボットなど ) でしたが、近年ではお
掃除ロボットやペット型ロボットが家庭に
あることも珍しくありません。将来はもっ
と多くの家事ができる多機能ロボットや、
まるで人間と同じように学校の登下校や塾
の行き帰りを見守ってくれるロボットが生
まれるでしょう。

イメージしてみよう！
10-35年後に
予定/予測されている出来事
そのころ、あなたの住んでいる街は、大きく変わっているかもしれない。
環境が変化することで、私たちが眺める風景はどう変わっていくのだろう？

私たちにとって
宇宙は身近なものになっている!?

ロボットは人間にとって
大切なパートナーになっている!?

リニア新幹線が開通し、
大阪ー東京を
約 1 時間で移動できる!?

目的地を入力するだけで到達できる
自動運転システムが実用化する!?
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車のエンジンが今よりずっと
地球にやさしいものになっている!?
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これらの未来予測は、世界中の政府機関、研究者や専門家の発表を参考にしています。
興味がある内容は図書館やインターネットを利用して、どんどん調べてみましょう。
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日本でも販売され普及し始めている 3D プリ
ンタの多くはものづくりに利用されている
ものが主流です。一方、海外では 3D フード
プリンタの開発が進んでおり、今ではシン
プルなピザをつくるくらいまでになってい
ます。加熱するなど最後の調理は自分でし
ないといけないので、まだすべてを調理す
るまでにはなっていませんが、近い未来、
3D フードプリンタでも調理済みの料理まで
が作れるようになるかも。

世界規模で通信環境の違いはありますが（高
速でインターネットができるブロードバン
ド回線の世界の普及率は約 45%）通信技術
は日々普及・発展し続けています。一方、
コンピューターによる通訳の技術も発達し
ており、やがてことばの壁も超えて世界中
で同じ授業が受けられるなど、世界中で学
校のかたちが変わってくるかもしれません。

約20年前は、5377万部 ( 一般紙・スポーツ
紙をあわせて ) 発行されていましたが今では
4700 万部まで減少しており、その理由は様々
で、意識の変化や人口の減少、更にはイン
ターネットによる電子新聞の発達などもそ
の理由のひとつだと言われています。また
海外では、合理的で紙も要らない電子新聞
の需要はますます広がり紙の新聞の需要は
減っていくでしょう。

ロボットアームはすでに通信衛星による遠
隔操作のシステムを完成させていますが、
それを使った手術はまだ行われていません。
この技術発達は、近年言われている医師不
足の緩和、医療の地域格差、感染病などの
治療、救急災害時の手術などへの活躍が期
待されています。

約 40 年前、携帯電話による通信が始まりま
した。当時の携帯電話の重さ 1kg でバッテ
リーの持続時間は20分だったそうです。バッ
テリーの発達により、今のスマートフォン
などは、軽量化され軽いもので 120g 前後、
700 時間以上持続するバッテリーを搭載して
います。今後も電池は更に小さく、長持ち
するようになっていくと言われています。

イメージしてみよう！
10-35年後に
予定/予測されている出来事
そのころ、あなたをとりまく生活スタイルは大きく変わっているかもしれない。
テクノロジーと私たちは、どう歩み寄るのだろう？

3D プリンターで料理が
つくれるようになる!?

世界中の子供が
同じ授業を受けられるようになる!?

紙の新聞はなくなる!?

電池が発達して携帯電話の充電は
1 週間に 1 回でよくなる!?

遠隔操作のロボットアームで
どこにいても世界中の名医の
手術が受けられる!?

砂漠に植物を育てる
技術が開発される!?
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これらの未来予測は、世界中の政府機関、研究者や専門家の発表を参考にしています。
興味がある内容は図書館やインターネットを利用して、どんどん調べてみましょう。
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世界の各地で砂漠化が進んでおり、1 秒間に
テニスコート 10 面分 ( 約 2000 ㎡ ) が砂漠化
していると言われています。日本の国土に例
えると 6 年で全土が砂漠化してしまうスピー
ド。日本では近年、水をはじくことが出来る
砂が開発されました。この技術によって砂上
で雨水を保水できるようになり、少雨地域で
の農業への利用が期待されています。


